
第14回全国高校生地方鉄道交流会 in 宮城県美里町

一般社団法人全国高校生地方鉄道交流会

▲8月10日 集合写真



8月8日（金）開会式・講演
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挨拶
①主催者：一社）全国高校生地方鉄道交流会 代表理事 大溝貫之
②美里町：宮城県美里町 副町長 須田政好

講演
① 美里町 産業振興課 主幹 兼 商工振興係長 兼 観光振興係長 小南友里

  テーマ：鉄道と地元産業との関わり～今までとこれから～

② 鉄道写真家 武川健太
テーマ：「福幸もたらす鉄道と人の力」

写真家として鉄道と関わり、なにができるのか？ ～好きを生かすアイデアと、伝わる写真の撮り方～

③ 元近鉄広報マン 福原稔浩
テーマ：～阪神に憧れた少年が、近鉄の名物広報マンになるまで。そして新たな挑戦～

「運命の分岐点を越えて──鉄道と共に歩んだ50年」

④ 東日本旅客鉄道株式会社 東北建設プロジェクトマネジメントオフィス
 北東北プロジェクトセンター 小野田 惠一
  テーマ：元高校鉄道研究部部長のJR 社員が語る「わたしの地図の読み解き方」

挨拶   ③元東日本旅客鉄道株式会社 石越駅長 伊藤研一

※敬称略



8月8日（金）グループトークセッション（交流会）
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※敬称略

■5グループ ／ 15:00～17:00 ※講師が時計回りに次のテーブルに移動
1.福原稔浩（元 近畿日本鉄道株式会社）
2.小野田惠一（東日本旅客鉄道株式会社 東北建設PMO）
3.武川健太（鉄道写真家）
4.小南友里（美里町）
5.伊藤研一（元東日本旅客鉄道株式会社）

■福原稔浩氏から 各校にサイン色紙プレゼント



8月8日（金）グループトークセッション（交流会）
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※敬称略

■じゃんけん大会 
美里町陸羽東西線100周年記念クリアファイル（非売品）
20名にサプライズプレゼント ※美里町産業振興課より

▼集合写真

▼閉会の辞：大溝代表理事



8月9日（土）ホスト校 交流会
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■学校紹介等

■牛小屋見学

■キーホルダー作り



8月9日（土）ホスト校 交流会
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■牛小屋見学

■集合写真



8月9日（土）軌陸車デモンストレーション
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■軌陸車
軌陸車テック株式会社 総務部 経営戦略グループ 村上諒主任
開催場所：宮城県小牛田農林高等学校 駐車場
開催時間：11:35～12:10
https://kirikutech.jp/

集合写真

★ 

①生徒は軌陸車から5mほど離れて弧を描くように集まり、実演を見学。
②実演終了後 軌陸車に近づいて見学
③代表生徒2名+カメラのみ軌陸車運転室の見学

※各校代表者 じゃんけんで2名選出

https://kirikutech.jp/


8月10日（日）企画部門プレゼンテーション
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開催場所：美里町駅東地域交流センター 1F 多目的ホール 住所：宮城県遠田郡美里町駅東二丁目17番地4
開催時間：9:30 受付開始／10:00 企画部門プレゼンテーション

挨拶
①主催者：一社）全国高校生地方鉄道交流会 代表理事 大溝貫之
②宮城県美里町長 相澤清一
③東日本旅客鉄道株式会社 小牛田統括センター 所長・小牛田駅長 渡邉和利

審査員
①宮城県美里町長 相澤清一 《審査委員長》
②東日本旅客鉄道株式会社 小牛田統括センター 所長・小牛田駅長 渡邉和利
③一般社団法人 美里町物産観光協会 副会長 平哲弥
④鉄道写真家・フォトエデュケーター 武川健太
⑤東洋経済新報社 編集局 記者 大坂直樹

※敬称略



8月10日（日）企画部門プレゼンテーション
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■審査員

■プレゼンテーション



8月10日（日）プレゼンテーション・講演・表彰式
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■プレゼンテーション ■講演／鐵坊主

■各校にサイン色紙プレゼント／鐵坊主・武川健太

■表彰式／講評：宮城県美里町長 相澤清一 総評：株式会社東洋経済新報社 大坂直樹

※敬称略



8月10日（日）表彰
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■動画部門

美里町長賞 【集結と発信の地、美里／芝学園芝中学校・芝高等学校 交通研究部】

踏切のやや抑えた警報音から始まり、映像情報がフェードアウトしてからも、しばらくサウンドがかぶさって耳に
残り、余韻を感じさせながら シーンの切り替えを自然にもってくる工夫がなされていました。
シーンが代わっても、小牛田駅を分岐点に据え、東北本線、陸羽東線、石巻線を３色でリアルに表現した
路線図を長く画面上に残すことで、タイトルと映像情報を上手にリンクさせていました。
列車内の放送と列車の出発時、到着時に出す機械音がとても効果的に使われており、
駅を朝の光と夜の闇のなかで撮影し、時の流れと日常が表現された素晴らしい作品でした。

▼入鋏：鐵坊主氏

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
※エントリー 全4校 ※エントリー作品： https://youtu.be/Nm_e-FvIf_8

作品： https://youtu.be/CxFqNeJ3Zpc

----------制作者コメント----------
4路線4方向が集まる地、美里町。
そこは、自然あふれる中で列車が集まり発車していくという、まさに日本の景色を"集結"させたような風景を、
"発信"していく場所なのではないでしょうか。
踏切、列車到着、信号など、タイミングを考え、アニメーションや字幕などで メッセージ性のある動画に仕上げました。
計3回の訪問は金銭的にも厳しく、さらにいい風景を撮るのに苦戦しました。

https://youtu.be/Nm_e-FvIf_8
https://youtu.be/Nm_e-FvIf_8
https://youtu.be/Nm_e-FvIf_8
https://youtu.be/CxFqNeJ3Zpc


8月10日（日）表彰
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■写真部門

美里町長賞 【田園気動車／田辺悠成／成城中学校・成城高等学校】

直線を鮮やかに用い、画面上にいくつもの三角形が構図を締めています。
色彩は透明感のある青い空と大崎耕土の稲穂の緑のなかを軽やかに列車が走る。
この地の豊かさを表現したい意図が素直に表現できたできた作品です。

東日本旅客鉄道株式会社 小牛田統括センター所長賞 【黄昏時の鳴瀬川／今井陽希／古川学園高等学校】

黄金色と紺碧が美しく混じり合う一瞬をカメラが切り取っておいてくれました。
随分長い間辛抱して、この黄昏を捉えることに成功しましたね。
多くの写真の中から、この写真をエントリー作品に選んだ審美眼は素晴らしい感性だと思います。

※敬称略



8月10日（日）表彰
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■写真部門

一般社団法人美里町物産観光協会 会長賞 【暑い日、駅のベンチの上で／宮澤 遼／東京農業大学第二高等学校・中等部】

暑い暑い夏、友達と駅のベンチで冷たーいカップアイスを食べる。日常の中の幸せな一時を切り取りました。
何気にすっとシャッターを切った様に見えますが、なんのなんの、ピントはカップアイスの蓋にフォーカスされ、駅名標をはじめ、
その他のものは、ソフトフォーカスでボカシ処理されています。半ズボン、原色のシャツの挿し色効果が全体を引き締めています。
かなりの技術力を駆使していますが、それを感じさせない素晴らしい作品です。

※敬称略

武川健太賞 【いざ、石巻へ／鷲巣雅楽／芝学園 芝中学校・芝高等学校】

探しました。歩きました。見つけました！ 夏草の海を推進するDDが牽引する貨物列車を見下ろす小高い丘。
フルコンテナ積載貨車が見せる美しい円弧。
架線も架線柱もない線路なので対象の存在感が際立ってくれました。



8月10日（日）表彰
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■写真部門

佳作 【見守る！美里の転車台／市谷直澄／清風南海学園 清風南海高等学校】

ピントが転車台にフォーカスされているので、
主役は転車台で、列車の運行を見守ってくれて
いるのは、転車台です。
操作室のサビが長年に渡る安全確認業務の過
酷さを際立たせています。
鉄道の町美里町の転車台は、ひたすら業務を続
ける鉄道マン。
傍らを進む列車の運転士は、きっと合図を送って
通過するのでしょう。

※敬称略

佳作 【年少時代／松下結仁／成城中学校・成城高等学校】

佳作 【田んぼのなかの一本路／池見凜太朗／芝学園 芝中学校・芝高等学校】

作品を横断する跨線橋のバーは、どんな意味が
あるのだろう？年少時代というタイトルを見て、仮
説を立てました。井上陽⽔の夏の思い出を歌う
「少年時代」と似ている。「年少」は、「さん」を付
けると「年少さん」つまり幼稚園児の年少さん、
３歳児。そうか、３歳児の目の高さを表現すため
の象徴が画面を横切る白いバー。
年少さんが音に気づいて視線を向けたら、列車が
自分に向かってきた。レンズの位置が年少さんの
目の高さ、年少さんの見ている世界。
その時代を高校生になった青年が、懐しく思い出
して、レンズを下げて切り取った。

真夏日の美里町の緑の稲穂の海を貫く一本の
鉄路を、白い気動車が軽やかに向かってきます。
遮るもののない秋の気配の漂い始めた空がすべて
の存在に優しく寄り添ってくれています。
作者の感性が作品に奥行きを加えてくれました。



8月10日（日）表彰
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■写真部門

佳作 【夏空と疾走／名取 翼／東京農業大学第二高等学校・中等部】

シャッタースピードを抑えて、
露光時間を長めに設定し、列車の踏切通過を
一枚の絵に仕上げました。
遮断器の警報音も列車の通過する音も、
待っている人も 絵の中に取り込まれ、
遮断器の上がる音と夏の喧騒が
列車の通過した瞬間に聞こえはじめる、
夏を閉じ込めた魅力的な作品です。

※敬称略

佳作 【揺れる稲、雲の下をすべりゆくYukemuri Line／齊藤史泰／成城中学校・成城高等学校】

滑るように軽やかに進んで行く
陸羽東線の気動車。
青々と育った稲穂を風が渡ります。
太陽は 恵みの光を 田圃だけではなく、
入道雲にも白い気動車にも撮影者にも列車にも
与えてくれました。
美しい里の姿が一枚の絵に仕上がりました。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
※エントリー 48名 ※エントリー作品： https://youtu.be/mKGFgqAAp-U

https://youtu.be/mKGFgqAAp-U
https://youtu.be/mKGFgqAAp-U
https://youtu.be/mKGFgqAAp-U


8月10日（日）表彰
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■企画部門

美里町長賞 【成城中学校・成城高等学校 鉄道研究部】

学園都市小牛田：青生地区に小学校から大学までを誘致し、学生のいる家庭には住民税の減免措置を施し、
若者世代の定着を図る活性化案は、交流会で初めて住民税にまで踏み込んだ提言だと思います。
固定資産税評価額にもメスを入れるともっと効果的かもしれませんね。
朝は、仙台方面行きの上りに比べて空いている仙台から小牛田方面の下り線に誘客する秀逸案です。
仙台市内の大学のサテライトキャンパスから開拓すれば可能性はありますね。
米どころである、田圃が多い、見通せる空がある、遮る建物ない、星月夜が見られる、と連想が膨らんだのでしょうか。
スバル天文台技師の出身地に気付いたのは、部員にもStarHunterがいたのでしょうか。
町営バスの路線の見直し改革案は素晴らしい慧眼です。
小牛田駅を中心に大胆に東西にゾーンを分け、線路を横断することで時間がかかっていた従来の運行経路を
大幅に短縮することで時短になり、結果、バス便を増やし、待ち時間の軽減になります。
必要となるバスの充填は、中学校統廃合により、余った研修バスを充てる提言は、より使いやすい新バス路線案も創出
していますので、すぐにでも実現化できます。
駅東駐車場への町役場新造移転案は、現町役場の築年数も考慮し、駅東地区に不足している商業施設を誘致する
ことで 建築、保守費用を賄い、同時に利便性のアップ、子育て支援施設創出で居住性アップ。
鉄道施設展望デッキ・SL展示室・鉄道博物館を設けることで鉄道の街のシンボルマークとする、ワクワクする提言でした。
ベッドタウン美里町構想も必要なものはすべて備えられ、南郷地区のテコ入れが必須との美里町全域の活性化を考えた
積み残しなしの提言は、皆さんが頑張って、美里町の現状を丁寧に調査したことを示す証左だと思います。
すぐにでも実現化できる活性化案を数多く提言してくれた素晴らしいプレゼンでした。



8月10日（日）表彰
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■企画部門

東日本旅客鉄道株式会社 小牛田統括センター所長賞 【清風南海学園 清風南海高等学校 鉄道研究部】

「無ければ、創れば良い」既存の資源を組み合わせて、有効利用すれば、思わぬ相乗効果をもたらすことを、あらためて
確認できたプレゼンでした。福知山鉄道館フクレルを参考に、駅東駅前空地に、屋上展望デッキ付き・転車台上に載せ
られたSLを間近から観察できる鉄道資料館を創設。
NTT施設を改修して、地元商店、食堂などと誘致し、イベント会場、出張ブースなど多目的にリユースする。
廃校になった３つの中学校のうち、解体が決まっていおらず利用方法を公募している一校を「バラ園」とする。
SLの形に見えるように立体的にバラを飾り付け、映えスポットとする案を聞いたとき、十和田市現代美術館にある
チェ・ジョンファ氏作の「フラワー・ホース」とうい躍動する馬の全身が綺麗な花で覆われたモニュメントを思い出しました。
十和田市が、戦前、陸軍軍馬補給部があったことへのリスペクトが込められているそうです。
鉄道の街美里町の小牛田は、綺麗な花で覆われたSLの最適地ですね。 フラワー・ホースは、FRPでできていますので、
「ローズSL」も作れそうですね。 おっしゃるように富良野のラベンダーのように「映えスポット」になるかもしれません。
学校施設は、あらゆるものが高規格・高⽔準で備わっています。
グラウンドも⽔捌けも良く平で、避難所や仮設住宅用地に最適です。
教室をバラ栽培所に転用し利活用すれば、一から作るのに比べ、大幅に初期費用が抑えられます。
ビニールハウスを一定温度に保つ熱量に比べ、中学校の教室や廊下をグリーンハウスとして利活用する方が、
遥かに少ないエネルギー消費量で賄え、SDGs的にも優れています。 解体してしまうのは、とても「もったいない」のです。
これらのことに気づかせてくれる示唆に富むプレゼンテーションでした。
解体が決まっている中学校も利活用できそうだと方針転換することになるかもしれませんね。
台湾⽔里郷と観光都市提携できると相乗効果が期待できますね。
調査取材をもとに、シッカリ練られており、ロマンティックな想像力も感じさせるプレゼンテーションでした。



8月10日（日）表彰
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■企画部門

一般社団法人美里町物産観光協会 会長賞 【広島県立三次高等学校 芸備線を盛り上げる会】

オリジナルグッズの販売やYouTube配信なども行っている「高校生が芸備線を盛り上げる会」の会長を努めているだけ
あって、発表は具体的で継続性を大切にしたものでした。
巨大プラレールプロジェクトは、美里町を再現した巨大プラレールワールドを 地域おこし協力隊を中心に住民全体が協
力・団結し制作するものです。 大人も巻き込む大きなウネリを感じます。
実現化を目指して、「美里町プラレールプロジェクト」の企画書を持って、素材の提供を販売元に掛け合ってみるのも
面白いと思いました。
小牛田駅前公園で５月～10月の日曜日に開催されている小牛田朝市に新庄、石巻、仙台、鳴子温泉、松島などか
ら、列車で特産品を貨物輸送し、小牛田朝市をさらに活性化する提言は、実効性も高いものです。
大きな朝市に発展するかもしれませんね。
図書館もあり、カフェもあり、学習もでき、地域の賑わいコミュニティである「小牛田ラウンジ」は、地元の方々はもとより、
列車に乗ってでも行きたくなります。
「乗って、振って、美里ポイント」は、只見線沿線など各地で行われていて観光客から高評価を受けている手を振る行為
を効果物化とする評価手法です。善意の行為を可視化して正当に評価しようとする素晴らしい提言ですね。
プレゼンの最後に提言された、高校生が芸備線を盛り上げる会で高校生サミットと住民サミットを実現化をさせた実績に
基づく、プラットフォーム創設案に感動いたしました。 これまで交流会で発表した企画案を 住民の皆さんに寄り添って、
熱心に議論され出された提言も、旗振り役を担ってくださった方が転出すると意気消沈することもありました。
街の活性化を続けていくために本当に必要なシステムが、継続的に、実現を目指して議論していくプラットフォーム創設だ
と思います。このことをしっかり主張してくださったことで、交流会のプレゼンテーションの質が一段階上がりました。



交流会OB ボランティアスタッフ
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■ボランティア活動認定証 贈呈

※敬称略

■芝学園芝中学校・芝高等学校 交通研究部／成城中学校・成城高等学校 鉄道研究部 OB
現・大学生の皆さんが駆けつけてくださり、3日間サポートをしてくださいました！



告知物
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■募集案内 A4／データ
過去参加校にメール案内 約30校、SNS対応

■募集RELEASE用 データポスター（A2）

■募集案内 A4／両面／郵送対応 100部
首都圏、東北、中京圏、近畿圏 鉄道研究部宛て 約100校

■開催案内 A1／ポスター 3部
 B4 ／ポスター 10部

■募集RELEASE用
データチラシ（A4）



告知物
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■開催PR動画
サイネージ、SNS対応

https://youtu.be/GRuqktFZGU4

【サイネージ】

仙台プロパン株式会社 小牛田営業所
宮城県遠田郡美里町駅東二丁目1-2
JR小牛田駅 東口

期間：7/28（月）～8/9（土）

【SNS】

■X（旧Twitter）
【公式】全国高校生地方鉄道交流会
https://x.com/chitetsukoryu

■YouTube
【公式】一般社団法人 全国高校生地方鉄道交流会
https://www.youtube.com/@chitetsukoryu

■Facebook
一般社団法人全国高校生地方鉄道交流会
https://www.facebook.com/chitetsukoryu

■Instagram
【公式】全国高校生地方鉄道交流会
https://www.instagram.com/chitetsukoryu/

■LINE
全国高校生地方鉄道交流会
https://lin.ee/N6WEAQh

■ポスター掲出

ミニストップ古川駅前大通店

ヨークベニマル小牛田店

https://youtu.be/GRuqktFZGU4
https://x.com/chitetsukoryu
https://www.youtube.com/@chitetsukoryu
https://www.facebook.com/chitetsukoryu
https://www.instagram.com/chitetsukoryu/
https://lin.ee/N6WEAQh


フリーパブリシティ

■公式よりRELEASE

4月15日
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フリーパブリシティ

■公式よりRELEASE

7月10日
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フリーパブリシティ

■PressWalker

4月15日
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フリーパブリシティ

■PressWalker

7月10日
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フリーパブリシティ

■教育家庭新聞

7月19日

36

■軌陸車テック株式会社

7月24日

■広報みさと 8月号



フリーパブリシティ

■東洋経済ONLINE

8月18日
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フリーパブリシティ

■dmenuニュース

8月18日
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■livedoorNews

8月18日

■交通新聞社
8月19日号第3面

■大崎タイムス 8月17日



フリーパブリシティ

■河北新報 8月20日
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■広報みさと 9月号

■宮城県美里町地域おこし協力隊通信
「みさすて」令和7年9月第13号



フリーパブリシティ

■鉄道チャンネル 9月6日
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フリーパブリシティ
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■河北新報 12月2日
※執筆：古川学園高等学校 新聞部



代表理事 総評
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東北本線、石巻線、陸羽東線が交わる交通の要衝、小牛田駅がある宮城県美里町で第14回交流会を8月8日か
ら10日の3日間にわたり開催することができました。相澤清一美里町長は、昨年の第13回交流会in三重県上野市の
最終日にビデオメッセージを届けてくださいました。その中で小牛田駅は、今から135年前、1890年に宮城県で仙台駅
に次いで２番目に開業した駅。その駅がある美里町は、小牛田町と南郷町が合併してちょうど20周年の節目に当たる
年に交流会を開催できることに大きな喜びと若い世代の街の活性化を図るプレゼンテーションに期待と希望を持っている
と宣言してくださり、まちづくり推進課をはじめ、地域おこし協力隊の方々にも様々なご協力をいただくなど、美里町の皆
様には、一方ならぬご支援を賜りましたことを深く感謝いたします。
東日本旅客鉄道株式会社小牛田統括センター所長 渡邉和利さんには、参加生徒の皆さんに寄り添った様々なご

配慮を戴きました。「特急列車イブニング・ウエイは、地域からの挑戦状なのだ。この挑戦が上手く行けば、金曜日の夕方
のみならず、どんどん便数が増えていくはずだ。鉄道を大きな財産、すなわち地方創生のツールとして活用する」との力強
いお言葉を戴きました。
また、第14回は、多くの方々から講演していただきました。元近鉄広報マン福原稔浩さんは、～阪神に憧れた少年が、 
近鉄の名物広報マンになるまで。 そして新たな挑戦～ 「運命の分岐点を越えて── 鉄道と共に歩んだ 50 年」。
鉄道写真家・フォトエデュケーターの武川健太さんは、「福幸（ふっこう）もたらす鉄道と人の力」 写真家として 鉄道と
関わり、なにができるのか？～好きを生かすアイデアと、伝わる写真の撮り方～」。
美里町産業振興課 主幹小南友里さんは「鉄道と地元産業との関わり～今までとこれから～」。
JR東日本小野田惠一さんは、「元、高校鉄道研究部 部長の JR 社員が語る 「わたしの地図の読み解き方」」。
鉄道系YouTuber鐵坊主さんは、「鉄道まちづくりの方向性～各校の発表を受けての今後の展開」の講演を戴きました。
宮城県小牛田農林高校の皆さんは、栽培されている可愛い花々と美里町のキャラクター「みさとまちこちゃん」「交流会ロ
ゴマーク」のコラボレーション企画のレジンアート・キーホールダーの制作を指導してくださいました。
ありがとうございました。「わさび号」はじめ、生徒さんが飼育されている牛を間近で見られたことは稀有な体験でした。
軌陸車テックさんによる軌陸車の稼働デモンストレーションと解説は、大いに盛り上がりました。
鉄道の安全と保守を担う技術と日々のアップデートのために努力なさっている姿に触れることができました。
プレゼンテーションをしてくださった学校は、10校でした。

どのチームも入念な調査に基づいた活性化案を披露してくださいました。第14回テーマ「歴史ある鉄道の街美里町の観
光資源を発掘し誘客につなげるには」について、随分考えてくださったのだなと思います。事務局への提出期限7月末ま
でに、どの学校も活性化を提出してくださっていましたが、変更案を再提出してくださった学校は、なんと10校のうち10校、
100％でした。初日、２日目に講演を聴き、美里町の風土に接して、地域の方々と触れ合うことで、さらに磨きをかけた
結果だと思います。留置線も含めた広い小牛田駅構内そのものの観光資源化の提言は複数のプレゼンで披露されてい
ました。 既存の鉄道関連資源を、大胆に従来の目的以外にも利活用しようと提案してくださいました。 
美里中学校が新設されるまで、その任を担ってくれた３つの中学校の資産の利活用案も多くのチームが考えてくださいま
した。 バラ園創設、ROSE-SL、田圃アートならぬローズ・アートの提言等は、実現すると本当に素敵ですね。
学園都市構想は、人流解析に基づいており理にかなっています。住民税軽減にまで言及なさったことは、おそらく初めて
だと思います。小牛田駅の東側と西側で大胆にゾーン分けし、バス路線を再編成するという提言は、３つの中学校で使
われ、生徒送迎の役目を果たした研修バスを 美里町住民バスに利活用するという着眼点が優れていました。
太宰治、宮澤賢治の作品の足跡を丹念に辿り、小牛田駅が二人にとって大切な場所であったことを発掘して発表してく
ださいましたプレゼンは、文学と鉄道、作家と鉄道という新しい切り口を交流会参加者に教えて下さいました。
これからどんな作品が皆さんのプレゼンで登場してくるか楽しみです。
活性化案を実現可能にするために、クラウドファンディングやふるさと納税を挙げるプレゼンが増えてきました。
資金面の手当てにも考えが至ってきたことは素晴らしいと思います。予算書を作り、収支予想を立て、資金回収策まで
策定された企画をプレゼンできれば、実行性が飛躍的に高まります。
                                 そのために必要となる資料を集めるには、どうすれば良いのか、皆さん、知恵を絞ってください。
                                 はじめにお話申し上げましたように 交流会開催にあたって、美里町の方々をはじめ多くの 
                                 方々からご支援をいただきました。今回も、6名の交流会OBが撮影・音声・配信などの
                                 業務を担ってくださいました。 感謝いたします。
                                 高校生の皆さんも卒業後は是非、交流会スタッフとして力を貸してください。
                               マナスル登山隊の隊長を務めた今西錦司は、隊員たちが 「先生、現地の地図が一枚もあ

りません！」と言ったときに、「せやから、行くんやないか！」と応えたそうです。
                                 地図がなければ、資料を集めて、地図を創るところからはじめて、次の高みを目指しましょう。

一般社団法人全国高校生地方鉄道交流会代表理事 大溝貫之



写真・動画部門  受賞作品 副賞／写真動画展
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写真部門・動画部門の副賞として、入賞作品の【写真・動画展】 を開催

【 開催期間 】 2025年12月13日（土）～ 12月28日（日）
【 実施場所 】 美里町総合案内所（JR小牛田駅内）

開所時間：9:00～17:00
定休日：月曜日／開所時間は施設規定により変動する場合あり
TEL.0229-31-1801 Fax0229-31-1802 https://www.misato-bkk.com/

■展示作品

※動画はサイネージでも放映
■仙台プロパン株式会社 小牛田営業所

（JR小牛田駅 東口）
 期間：12月15日（月）～12月28日（日）

https://www.misato-bkk.com/
https://www.misato-bkk.com/
https://www.misato-bkk.com/


企画部門 最優秀賞 副賞・ヘッドマーク授与式
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【 日 時 】 2025年12月18日（木） 14:30～15:00
【 実施場所 】 美里町総合案内所（JR小牛田駅内）

企画部門の最優秀賞となる美里町長賞を受賞した成城中学校・成城高等学校 鉄道研究部が
副賞として獲得した『ヘッドマークデザイン権』
成城中学校・成城高等学校 鉄道研究部がデザインしたヘッドマークを、美里町にお贈りする
【ヘッドマーク授与式】を開催。

■ヘッドマーク

小牛田駅の自由通路のもと、駅で見られる
様々な車両、そして今回活性化案としてプレ
ゼンしました「星の街」をイメージして、美里町
の北にある山々を背景に「星座小牛田」が輝
く姿にしました。

青い空、稔る稲穂、北浦梨、薔薇、牛という
美里町の特徴をぎゅっと詰め込みました。

■第14回全国高校生地方鉄道交流会 in 宮城県美里町 『ヘッドマーク授与式』 次第

一、開式の辞

一、主催者挨拶

一、宮城県美里町長挨拶

一、成城中学校成城高等学校
鉄道研究部挨拶

一、ヘッドマーク（レプリカ）授与

一、記念撮影（駅舎バック）

一、閉会の辞

以上



企画部門 最優秀賞 副賞・ヘッドマーク授与式
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■成城中学校・成城高等学校 鉄道研究部 HM 掲出列車に乗車し、小牛田入り

第12 回（2023 年）開催対象路線である 宮城県内を走る 阿武隈急行線に
2025 年12 月18 日(木)～2026 年1 月18 日(日)の 約1 ヵ月間掲出。
※阿武隈急行AB900 系AB-7 編成（みどり）に掲出 ／途中で変更になる予定あり

大溝代表 挨拶 祝辞：美里町 相澤町長 成城中学校・成城高等学校 代表挨拶 
鉄道研究部 部長 西山陽希さん

上り（福島方）先頭車

下り（槻木方）先頭車

福島駅にて

福島駅にて



企画部門 最優秀賞 副賞・ヘッドマーク授与式
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■記念写真

■ヘッドマーク（レプリカ）授与

▲ご自身がデザインしたHMを贈呈する 成城中学校・成城高等学校 鉄道研究部 亀石悠太さん

デザイン制作を希望した部員の皆さんの作品の中から 相応しいと思う作品を 部員全員で選びました

デザインは 成城中学校・成城高等学校 鉄道研究部 前田祐作さん
贈呈は 鉄研 西山部長から。



写真動画展・HM授与式 展示風景
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告知物
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■開催案内 A1／ポスター2部
データポスターにてSNS発信

■ポスター掲出／美里町役場

■X（旧Twitter）
【公式】全国高校生地方鉄道交流会
https://x.com/chitetsukoryu

■YouTube
【公式】一般社団法人 全国高校生地方鉄道交流会
https://www.youtube.com/@chitetsukoryu

■Facebook
一般社団法人全国高校生地方鉄道交流会
https://www.facebook.com/chitetsukoryu

■Instagram
【公式】全国高校生地方鉄道交流会
https://www.instagram.com/chitetsukoryu/

■LINE
全国高校生地方鉄道交流会
https://lin.ee/N6WEAQh

https://x.com/chitetsukoryu
https://www.youtube.com/@chitetsukoryu
https://www.facebook.com/chitetsukoryu
https://www.instagram.com/chitetsukoryu/
https://lin.ee/N6WEAQh


フリーパブリシティ

■公式よりRELEASE

12月3日

49



フリーパブリシティ

■PressWalker

12月3日
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フリーパブリシティ

■美里町ホームページ 12月23日
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■大崎タイムス 12月24日

■交通新聞社 12月26日

■美里町PRポスター
※写真部門入賞作品から6作品採用
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